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▲府本部の闘争勝利に向けたガンバロー

▲

清
水
議
長（
右
）と

吉
田
議
長（
左
）

２
０
２
２
府
本
部
組
織
集
会

【
日
時
】１１
月
１９
日（
土
）　
１４
：
００
開
会

【
場
所
】京
都
商
工
会
議
所
・
７
ー
Ｃ
・
Ｄ
会
議
室

【
講
演
】�組
合
員
を
惹
き
つ
け
る
話
法 

講
師
・
生
活
経
済
研
究
所
長
野　
塚
原　
哲
（
Ｃ
Ｆ
Ｐ
認
定
者
）

　

大
会
は
午
後
１
時
に
開

会
。
久
御
山
町
職
の
吉
田
代

議
員
と
ユ
ー
ス
職
組
の
清
水

代
議
員
を
議
長
に
選
出
し

た
。
岡
本
執
行
委
員
長
の
主

催
者
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
青

木
中
央
本
部
副
委
員
長
、
門

川
京
都
市
長
な
ど
、
６
人
の

来
賓
か
ら
激
励
・
連
帯
の
あ

い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

議
長
に
よ
る
大
会
成
立
宣

言
の
あ
と
、
執
行
部
よ
り
２

０
２
２
年
度
諸
報
告
が
行
わ

れ
た
。
一
般
経
過
報
告
、
会

計
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報

告
は
全
体
の
拍
手
で
承
認
さ

れ
た
。

　

続
い
て
、
４
つ
の
議
案
が

執
行
部
よ
り
提
案
さ
れ
た
。

①
当
面
の
闘
争
方
針
（
案
）、

②
２
０
２
３
年
度
一
般
会
計

・
特
別
会
計
予
算
（
案
）、

③
離
籍
専
従
役
員
の
登
録
申

請
に
つ
い
て
（
案
）、
④
委

嘱
す
る
監
査
法
人
の
承
認

（
案
）。
す
べ
て
の
議
案
は
、

質
疑
討
論
・
採
決
を
経
て
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

　

会
場
討
論
で
は
、
男
女
平

等
参
画
社
会
の
実
現
や
会
計

年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改

善
、
政
治
闘
争
に
関
す
る
報

告
や
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、「
大
会
宣
言
」

を
採
択
し
、
最
後
に
丸
本
副

執
行
委
員
長
の
発
声
に
よ
る

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
大
会
を

締
め
く
く
っ
た
。（
２
・
３

面
に
関
連
記
事
）

　

部
落
解
放
京
都

地
方
共
闘
会
議
の

連
続
講
座
で
「
福

知
山
市
み
ん
な
の

多
様
な
性
を
尊
重

す
る
条
例
」
に
つ
い
て
の
講

演
が
あ
っ
た
。
京
都
市
や
亀

岡
市
等
に
も
あ
る
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
宣
言
制
度
だ
が
、

福
知
山
市
は
宣
言
で
は
な
く

届
出
制
で
、
そ
の
根
拠
を
先

の
条
例
で
規
定
す
る
▼
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
条
例
の
制
定

を
京
都
府
に
求
め
て
き
た

が
、
府
議
会
の
議
論
も
あ
り

早
急
に
は
難
し
い
か
も
し
れ

な
い
▼
し
か
し
例
え
ば
、
京

都
市
で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
言
を
行
っ
た
組
合
員
が
、

結
婚
休
暇
等
を
取
得
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
労
働

条
件
の
改
善
と
し
て
労
働
組

合
が
取
り
組
め
る
、
そ
し
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
で
あ
る
。
性
別
に
と

ら
わ
れ
ず
に
取
得
で
き
る
よ

う
な
制
度
を
め
ざ
し
た
い
▼

そ
の
よ
う
な
制
度
が
自
治
体

や
企
業
で
進
め
ば
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
条
例
や
制
度
の

拡
大
に
繋
が
り
、
ひ
い
て
は

全
国
的
な
流
れ
と
し
て
国
が

動
く
の
で
は
な
い
か
▼
講
演

の
資
料
に
は
、
市
職
員
が
率

先
し
て
取
り
組
み
を
進
め
、

市
内
企
業
等
へ
の
波
及
を
め

ざ
し
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
関
係
に
あ
る
も
の
を
配
偶

者
と
同
様
に
取
り
扱
い
、
各

種
休
暇
制
度
を
取
得
で
き
る

よ
う
に
対
応
」と
あ
る
。�（
て
）

　
府
本
部
は
１０
月
１
日
、
第
８７
回
定
期
大
会
を
京
都
市
中
京
区
の
ウ
イ
ン

グ
ス
京
都
で
開
催
し
た
。

　
２
０
２
２
賃
金
確
定
闘
争
の
重
点
課
題
を
含
む
当
面
の
闘
争
方
針
案
や

一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
案
な
ど
４
つ
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て

の
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
出
席
代
議
員
は
２１
単
組
か
ら
１
１

１
人
、
女
性
参
画
率
は
２３
・
４２
％
と
な
っ
た
。

府本部
第87回
定期大会

２
０
２
２
確
定
闘
争
の
重
点
課
題
を
共
有

２
０
２
２
確
定
闘
争
の
重
点
課
題
を
共
有
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▲八幡市職労
井上代議員

▲城南衛管労組
窪田代議員

▲府本部
川戸書記長

▲京都市職
中川代議員

執行委員長

岡本 哲也▲八幡市職労
高橋代議員

▼
八
幡
市
職
労
・
井
上
代
議

員
…
男
女
平
等
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
。
八
幡
市
で

は
女
性
委
員
長
な
ら
で
は
の

視
点
で
、
男
性
職
員
の
育
休　

公
務
職
場
で
は
、
長
年

に
わ
た
る
人
員
削
減
に
よ

り
、
最
低
限
の
人
員
で
業

務
に
あ
た
っ
て
い
る
。
加

え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
に
よ
り

人
員
不
足
は
さ
ら
に
深
刻

で
、
恒
常
的
な
時
間
外
・

休
日
勤
務
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
時
間

外
勤
務
手
当
の
財
源
不
足

を
理
由
に
、
不
払
い
残
業

が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
人
員

不
足
で
週
休
日
の
振
り
替

え
も
で
き
な
い
と
い
っ
た

状
況
も
み
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
２
０
２
２
確

定
闘
争
の
取
り
組
み
は
、

人
事
院
・
人
事
委
員
会
勧

告
を
踏
ま
え
た
賃
金
課
題

に
加
え
て
、
自
治
労
に
結

集
す
る
す
べ
て
の
単
組
で

「
週
休
日
の
適
正
化
」
に

む
け
た
要
求
・
交
渉
に
取

り
組
み
、
公
務
職
場
に
お

け
る
違
法
状
態
を
是
正
す

る
取
り
組
み
を
全
国
的
に

進
め
る
。

取
得
体
験
記
を
機
関
紙
に
掲

載
し
た
り
、
会
議
の
拘
束
時

間
を
減
ら
し
た
り
し
て
仕
事

と
家
庭
の
バ
ラ
ン
ス
を
確
保

し
て
き
た
。府
本
部
で
も
、女

性
役
員
も
参
加
し
や
す
い
状

況
を
整
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

▼
八
幡
市
職
労
・
高
橋
代
議

員
…
①
人
事
院
勧
告
に
お
け

る
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
住

民
生
活
の
安
心
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
日
々
各
々
の
職

場
で
奮
闘
さ
れ
て
い
る
組
合

員
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

７
月
に
執
行
さ
れ
た
参
議

院
選
挙
で
は
、京
都
選
挙
区
、

比
例
区
と
も
に
大
変
厳
し
い

選
挙
と
な
っ
た
が
、
皆
さ
ん

期
末
手
当
で
の
一
時
金
支
給

に
つ
い
て
。②
４
月
の
統
一
自

治
体
選
挙
に
お
け
る
元
市
職

労
委
員
長
、
山
本
あ
つ
し
府

議
の
再
選
に
向
け
た
協
力
要

請
。
府
本
部
お
よ
び
各
単
組

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
何
と

か
福
山
さ
ん
、
鬼
木
さ
ん
の

当
選
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で

き
た
。
一
方
で
、
特
に
比
例

区
の
得
票
も
大
変
厳
し
く
、

コ
ロ
ナ
禍
と
は
い
え
、
３
年

前
よ
り
減
少
す
る
な
ど
目
標

に
は
遠
く
及
ば
な
い
結
果
と

な
っ
た
。
日
頃
あ
ま
り
活
動

▼
城
南
衛
管
労
組
・
窪
田
代

議
員
…
地
方
公
務
員
の
総
数

に
よ
る
と
一
般
行
政
部
門
は

増
加
し
て
い
る
が
一
部
事
務

組
合
等
は
減
員
と
な
っ
て
い

る
。
組
織
を
維
持
発
展
さ
せ

る
に
は
人
材
育
成
と
新
採
獲

得
に
よ
る
新
陳
代
謝
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。
魅
力
あ
る

組
織
づ
く
り
や
こ
れ
以
上
人

員
削
減
が
行
わ
れ
な
い
よ

う
、
助
言
や
情
報
提
供
を
お

願
い
し
た
い
。

賃
金
確
定
闘
争

　

人
事
院
は
、
８
月
８
日
３

年
ぶ
り
と
な
る
月
例
給
と
一

時
金
の
引
き
上
げ
等
の
勧
告

を
お
こ
な
っ
た
。
各
自
治
体

の
賃
金
・
労
働
条
件
は
人
勧

が
で
き
て
い
な
い
単
組
で

は
、
結
果
と
し
て
取
り
組
み

に
結
集
い
た
だ
け
な
か
っ
た

こ
と
は
府
本
部
が
最
重
点
課

題
と
し
て
掲
げ
て
い
る
組
織

強
化
の
取
り
組
み
が
、
ま
だ

ま
だ
単
組
の
活
動
に
生
か
さ

れ
て
い
な
い
と
自
己
反
省
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
１１
月
に

は
府
本
部
組
織
集
会
も
予
定

し
て
い
る
の
で
積
極
的
な
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

２
０
２
２
年
度
の
活
動
を

振
り
返
る
と
、
参
加
者
数
は

少
な
い
も
の
の
ア
ー
ス
デ
イ

コ
ン
サ
ー
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
大

会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
的
な
取
り

組
み
も
開
催
で
き
た
。
一
方

で
、
府
本
部
と
単
組
の
連
携

▼
京
都
市
職
・
中
川
代
議
員

…
台
風
１５
号
の
影
響
で
被
災

し
て
い
る
中
、
静
岡
市
で
静

岡
自
治
研
集
会
が
開
催
さ
れ

る
。
全
国
の
清
掃
部
会
長
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
横
浜
市

な
ど
が
災
害
派
遣
に
行
く
と

連
絡
を
受
け
た
。
京
都
か
ら

も
参
加
さ
れ
る
の
で
府
本
部

と
し
て
も
災
害
復
興
に
向
け

た
支
援
を
検
討
い
た
だ
き
た

い
。

が
出
れ
ば
自
動
的
に
決
ま
る

わ
け
で
は
な
く
、
国
会
で
給

与
法
改
正
案
が
可
決
さ
れ
、

自
治
体
議
会
が
給
与
条
例
改

正
案
を
可
決
し
て
は
じ
め
て

確
定
す
る
。

　

２
０
２
２
確
定
闘
争
の
取

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
規
制

な
ど
も
あ
り
、
単
組
オ
ル
グ

を
含
め
て
例
年
通
り
と
は
な

ら
な
か
っ
た
。
対
面
と
リ
モ

ー
ト
、
単
組
オ
ル
グ
を
併
せ

て
、
コ
ロ
ナ
以
前
よ
り
も
府

本
部
と
単
組
の
連
携
を
強

化
、
距
離
を
短
く
し
、
相
互

の
課
題
や
状
況
を
共
有
し
、

課
題
解
決
に
む
け
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

そ
の
共
通
課
題
と
し
て
、

賃
金
確
定
闘
争
の
大
き
な
課

題
で
も
あ
る
定
年
の
引
き
上

げ
に
つ
い
て
。
役
職
定
年
や

経
過
期
間
の
新
規
採
用
な
ど

を
含
め
て
労
使
協
議
を
お
願

い
し
た
い
。
さ
ら
に
、
こ
の

間
問
題
に
し
て
い
る
初
任
給

に
つ
い
て
。
国
と
同
じ
初
任

給
基
準
の
自
治
体
で
地
域
手

当
が
支
給
さ
れ
て
い
な
い
自

治
体
で
は
、
月
額
を
時
間
給

り
組
み
は
、
自
治
労
に
結
集

す
る
す
べ
て
の
単
組
で
統
一

的
に
改
善
を
求
め
る
課
題
を

設
定
し
、
取
り
組
み
を
進
め

る
。
具
体
的
に
は
、
各
単
組

は「
３
つ
の
取
り
組
み
の
柱
」

と
「
４
つ
の
重
点
課
題
」（
別

表
）
を
基
本
と
し
、
特
に
全

単
組
の
共
通
課
題
と
し
て

「
週
休
日
の
振
替
の
運
用
適

正
化
」（
３
面
解
説
）
を
掲

げ
て
い
る
。

　

組
合
員
の
声
を
集
め
、
統

一
要
求
に
各
単
組
の
独
自
課

題
を
加
え
、要
求
書
の
提
出
、

交
渉
配
置
を
お
願
い
し
た

い
。
府
本
部
の
闘
争
指
標
や

具
体
的
な
日
程
、
戦
術
な
ど

は
２
０
２
２
自
治
体
賃
金
確

定
闘
争
推
進
会
議
（
１０
月
１９

に
換
算
す
る
と
京
都
府
の
最

低
賃
金
９
６
８
円
を
下
回
っ

て
し
ま
う
自
治
体
が
あ
る
。

し
っ
か
り
と
要
求
し
最
低
賃

金
水
準
か
ら
脱
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

多
く
の
課
題
が
あ
る
が
、

も
う
１
点
、
民
主
主
義
と
政

治
に
つ
い
て
。
国
際
社
会
を

大
き
く「
民
主
主
義
」対「
独

裁
」
の
構
図
で
見
た
場
合
、

人
口
の
合
計
は
そ
れ
ぞ
れ

「
２３
億
人
」
対
「
５５
・
６
億

人
」
と
な
り
、
世
界
の
人
口

の
約
７１
％
が
「
独
裁
」
側
に

住
ん
で
い
る
。
私
た
ち
は
、

約
２９
％
の
側
に
な
る
が
、
果

た
し
て
現
在
の
政
治
状
況

は
、
本
当
の
民
主
主
義
と
い

え
る
の
か
。
９
月
２７
日
の
国

葬
、
な
ぜ
国
会
審
議
を
経
な

か
っ
た
の
か
。
ル
ー
ル
が
な

い
の
な
ら
な
お
さ
ら
国
会
の

日
）
で
確
認
す
る
。

４
つ
の
重
点
課
題

①　

定
年
引
き
上
げ
に
つ
い

て
は
、
国
に
遅
れ
る
こ
と
な

く
確
実
に
実
現
す
る
こ
と
と

し
、
高
齢
職
員
の
能
力
・
経

験
の
活
用
や
役
職
定
年
の
あ

り
方
、
計
画
的
な
新
規
採
用

な
ど
様
々
な
課
題
に
つ
い
て

十
分
な
検
討
を
行
う
こ
と
。

ま
た
、
再
任
用
職
員
の
職
務

・
級
の
格
付
け
な
ど
現
在
の

運
用
を
抜
本
的
に
改
善
す
る

た
め
、対
応
を
は
か
る
こ
と
。

②　

公
務
に
お
け
る
労
働
時

間
の
適
正
な
把
握
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
、
３６
協
定
締
結

義
務
職
場
で
の
確
実
な
締
結

お
よ
び
締
結
義
務
の
な
い
す

べ
て
の
職
場
に
お
い
て
、
３６

協
定
に
準
じ
た
協
定
の
締
結

を
は
じ
め
と
す
る
、
長
時
間

承
認
を
求
め
る
べ
き
で
は
な

か
っ
た
の
か
。
あ
る
番
組
で

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
、「
わ

れ
わ
れ
は
国
葬
の
是
非
と
い

う
よ
り
も
真
っ
当
な
感
覚
を

失
っ
た
と
い
う
こ
と
。
こ
こ

を
や
っ
ぱ
り
も
う
１
度
し
っ

か
り
見
つ
め
て
、
民
主
主
義

を
立
て
直
す
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
が
最
も
大
事
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
」
と

述
べ
た
。「
真
っ
当
な
政
治

を
取
り
戻
す
」。
ど
こ
か
で

聞
い
た
こ
と
の
あ
る
フ
レ
ー

ズ
だ
が
、
半
年
後
に
迫
る
統

一
地
方
選
挙
、
そ
の
間
に
も

大
山
崎
町
や
長
岡
京
市
で
も

選
挙
が
あ
る
。
形
だ
け
で
は

な
い
本
当
の
民
主
主
義
に
立

て
直
す
た
め
に
、
し
っ
か
り

と
み
ん
な
で
取
り
組
み
を
進

め
て
行
こ
う
。

労
働
の
是
正
を
は
か
る
こ

と
。

③　

人
事
評
価
結
果
の
賃
金

等
へ
の
反
映
に
つ
い
て
は
、

自
治
体
の
実
情
を
踏
ま
え
る

こ
と
と
し
、
労
使
合
意
を
大

　

夏
の
参
議
院
選
挙
で

は
、
み
な
さ
ん
の
お
力
添

え
を
得
て
初
当
選
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
選
挙
戦
だ
っ
た

が
、
様
々
な
形
で
意
見
交

換
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

組
合
員
の
み
な
さ
ん
が
現

場
を
支
え
る
こ
と
で
、
住

民
の
命
と
健
康
と
暮
ら
し

が
支
え
ら
れ
て
い
る
。
組

合
員
の
思
い
や
声
を
し
っ

か
り
議
会
や
政
治
の
場
に

持
ち
込
む
こ
と
が
組
織
内

議
員
の
役
割
。
岸
ま
き
こ

参
議
院
議
員
と
と
も
に
自

治
労
の
組
合
員
の
み
な
さ

ん
を
代
表
し
て
国
政
で
訴

え
た
い
。

前
提
に
、
賃
金
に
差
を
つ
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
な
い
こ

と
。
上
位
昇
給
の
活
用
に
あ

た
っ
て
は
、
人
材
育
成
や
長

期
的
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
賃

金
水
準
の
確
保
・
改
善
の
観

点
か
ら
、
公
正
・
公
平
な
運

用
と
す
る
こ
と
。

④　

会
計
年
度
任
用
職
員
の

休
暇
等
そ
の
他
の
勤
務
条
件

に
つ
い
て
、
常
勤
職
員
と
の

権
衡
を
は
か
る
こ
と
。

■3つの取り組みの柱
①週休日の振り替えの運用を適正化すること。
②人事院勧告を踏まえ、給与引き上げの改定をすること。
③賃金の運用改善にむけ、「１単組・１要求」を行うこと。

■4つの重点課題
①定年引上げの実現、高齢職員の能力、経験の活用などの関連課題
②公務における労働時間の適正な把握、36協定締結と長時間労働の是正
③人事評価制度、上位昇給の活用等の校正・公平な運用
④会計年度任用職員の勤務条件等における常勤職員との権衡

2022賃金確定闘争

▼自治労中央本部中央副執行委員長　青木真理子▼連合京都会長　廣岡和晃▼
京都府商工労働観光部企画調整理事兼副部長　河島幸一▼京都市長　門川大作
▼部落解放同盟京都府連合会副委員長　宮崎茂▼立憲民主党京都府総支部連合
会会長・参議院議員　福山哲郎▼参議院議員　岸まきこ▼参議院議員　鬼木ま
こと▼自治労京都府自治体議員連合会長・京都府議会議員　平井斉己▼自治労
京都府自治体議員連合副会長・宮津市議会議員　河原末彦▼自治労京都府自治
体議員連合幹事長・京都府議会議員　山本篤志▼自治労京都府自治体議員連合
幹事・木津川市議会議員　福井平和（順不同・敬称略）

▼
川
戸
書
記
長
…
八
幡
市
職

労
に
お
け
る
女
性
参
画
に
つ

い
て
具
体
的
な
事
例
を
披
露

い
た
だ
い
た
。
１
９
８
５
年

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
整

備
さ
れ
て
以
降
、
こ
の
間
男

性
の
育
児
休
業
も
整
備
さ

れ
、
１０
月
か
ら
は
分
割
取
得

も
で
き
る
な
ど
新
た
な
制
度

が
発
足
し
て
い
る
。
改
正
さ

れ
た
育
休
法
や
介
護
休
業
法

な
ど
、
様
々
な
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
駆
使
し
て
取
得
向
上
に
向

け
周
知
を
お
願
い
し
た
い
。

▼
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対

す
る
勤
勉
手
当
の
適
用
除
外

は
お
か
し
い
と
し
か
言
え
な

い
。
国
の
会
計
年
度
職
員
は

支
給
さ
れ
、
地
方
で
は
支
給

さ
れ
な
い
現
状
。
国
や
地
方

の
各
級
組
織
内
議
員
を
通
じ

て
私
た
ち
の
思
い
を
訴
え
る

こ
と
が
重
要
と
な
る
。
▼
来

年
４
月
の
統
一
自
治
体
選
挙

に
つ
い
て
は
、
山
本
府
議
だ

け
で
な
く
、
平
井
府
議
、
福

井
木
津
川
市
議
、
福
田
八
幡

市
議
、
西
川
宇
治
市
議
の
推

薦
を
本
日
の
臨
時
執
行
委
員

会
で
確
認
し
た
。
５
人
全
員

の
当
選
は
も
ち
ろ
ん
、
一
自

治
体
に
一
人
で
も
二
人
で
も

議
員
の
仲
間
を
作
る
取
り
組

み
も
お
願
い
し
た
い
。
▼
一

部
事
務
組
合
の
厳
し
い
状
況

に
つ
い
て
、
単
組
で
は
歴
代

構
成
団
体
の
首
長
に
い
か
に

自
分
た
ち
の
考
え
を
理
解
さ

せ
る
か
に
注
力
し
て
き
た
経

過
が
あ
る
。
常
に
解
散
の
危

機
感
を
持
ち
つ
つ
活
動
し
て

お
り
、
委
託
関
連
職
場
の
み

な
さ
ん
と
も
連
携
し
て
取
り

組
み
を
進
め
て
ほ
し
い
。
ま

た
複
合
型
一
部
事
務
組
合
と

し
て
存
在
意
義
を
示
す
団
体

も
あ
る
の
で
情
報
提
供
等
し

て
い
き
た
い
。

▼
増
永
副
委
員
長
…
男
女
平

等
に
関
し
て
。
八
幡
市
職
労

で
は
多
く
の
女
性
が
執
行
委

員
や
分
会
等
で
活
躍
し
て
お

り
、
女
性
の
意
識
を
変
え
る

の
は
女
性
だ
と
実
感
し
て
い

る
が
、
女
性
を
掘
り
起
こ
し

て
く
れ
た
の
は
男
性
の
先
輩

だ
。
各
単
組
の
役
員
の
皆
様

に
は
光
る
女
性
の
掘
り
起
こ

し
を
お
願
い
し
た
い
。
い
ま

や
女
性
が
生
き
づ
ら
く
働
き

に
く
い
職
場
は
、
男
性
も
同

じ
だ
。
府
本
部
の
取
り
組
み

も
女
性
も
男
性
も
参
画
し
や

す
い
取
り
組
み
を
進
め
た
い

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。

▼
岡
本
委
員
長
…
静
岡
自
治

研
に
つ
い
て
、
県
本
部
代
表

者
会
議
で
静
岡
県
本
部
よ
り

今
回
の
災
害
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
、「
自
治
研
は
何
と

か
開
催
す
る
」
旨
発
言
を
受

け
て
い
る
。
災
害
支
援
に
つ

い
て
は
本
部
を
通
じ
て
協

議
、
判
断
し
て
い
き
た
い
。

◆週休日の振り替えとは
　地方公務員においては、労基法第３５条１項で定める「休日」に該当するものを「週休日（勤務を割
り振らない日）」として定めており、通常、勤務時間条例で日曜日と土曜日が週休日にあたる。「振替」
とは、あらかじめ「勤務を要しない日」と定められた日を「勤務を要する日」とし、代わりに他の勤
務を要する日を週休日とすることをいう。
　なお、事前の振替手続きをとらずに週休日に勤務させた場合には、任命権者は週休日の勤務に対す
る時間外勤務手当（１３５％）の支給が必要となるほか、事後に代休を取得させても、週休日の勤務は
週休日に勤務したものと扱われ、割増賃金の手当（３５％）の支払いが必要となる。

◆振替・代休と時間外勤務手当
【同一週内における振替】
　振替後の勤務時間も、週３８時間４５分を超えていないため、週休日の勤務に対する時間外勤務手当を
支給する必要はない。

土曜日の勤務の振替により、金曜日を週休日とする

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
週休日 7h45m 7h45m 7h45m 7h45m 振替日 7h45m 週休日 7h45m 7h45m 7h45m 7h45m 7h45m 週休日 週休日

出勤38h45m 38h45m

【同一週を超える振替】
　週をまたいで振替を行い、週３８時間４５分を超過した場合には、時間外勤務手当２５％の支給が必要と
なる。

給与日額の25％を時間外勤務手当として支給
25/100×7.75h

46h30m

日曜日の勤務の振替により、前週の金曜日を週休日とする

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
週休日 7h45m 7h45m 7h45m 7h45m 振替日 週休日 7h45m

（出勤）
7h45m 7h45m 7h45m 7h45m 7h45m 週休日 週休日

31h

【振替手続きをしたが、振替休日が取得できなかった場合】
　事前の振替手続きが行われても振替休日が取得できない場合には、時間外勤務手当（１３５％）の支
給が必要となる。

38h45m

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
週休日 7h45m 7h45m 7h45m 7h45m 7h45m 7h45m 週休日 7h45m 7h45m 7h45m 7h45m 7h45m 週休日 週休日

46h30m

土曜日の勤務を木曜日に振り替えたが、実際は勤務

時間外勤務手当（135％）として支給
135/100×7.75h

出勤

【振替手続きなしに、週休日に勤務させた場合】
　事前の振り替えが行われず、週休日の日曜日に勤務させた場合で、翌週月曜日に代休を取得すれ
ば、日曜日の勤務に対し３５％、代休を取得しなければ１３５％の時間外勤務手当の支給が必要となる。
　代休は、出勤することとなった週休日に近い日に取得することが求められるが、４週間あるいは少
なくとも振替の期限となる８週間以内で取得できない場合、時間外勤務手当の支払いを求める。

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
7h45m 7h45m 7h45m 7h45m 7h45m 7h45m 週休日 週休日 代休日 7h45m 7h45m 7h45m 7h45m 週休日 週休日

46h30m
前週日曜日の勤務の代休日出勤

時間外勤務手当（135％）として支給
（事後に代休を取得しない場合）135/100×7.75h
（事後に代休を取得した場合）　　35/100×7.75h

31h

すべての単組で運動の見える化を図ろう発
言
要
旨

男
女
平
等
参
画
社
会
や

男
女
平
等
参
画
社
会
や

政
治
闘
争
で
熱
心
な
会
場
発
言

政
治
闘
争
で
熱
心
な
会
場
発
言

出席いただいた来賓のみなさま

委
員
長
あ
い
さ
つ

委
員
長
あ
い
さ
つ

本
当
の
民
主
主
義
を
立
て
直
そ
う

鬼木まこと
参議院議員

　
本
大
会
に
多
数
の
ご
来
賓
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
激
励
の
祝
電
・
メ

ッ
セ
ー
ジ
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
に

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
面
の
闘
争
方
針
を
確
認

第
１
号
議
案

執
行
部
答
弁

「週休日の振替」運用適正化を
2022賃金確定闘争で 解説

　（ 3 ）2 0 2 2 年 1 0月1 5日 （第三種郵便物認可） 第 8 4 9 号 自治労きょうと 自治労きょうと 2 0 2 2 年 1 0月1 5日 （第三種郵便物認可） 第 8 4 9 号（ 2 ）　
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引き続き新型コロナウイルス感染防止対策の徹底をお願いします！

自治労京都府本部からのお知らせ
コロナ感染「みなし入院」の取り扱い見直しについて

　平素は自治労共済をはじめとした自主福祉活動へのご結集に感謝
申し上げます。
　さて、こくみん共済coop（全労済）では諸般の情勢を鑑み、
２０２２年９月２６日より新型コロナウイルス感染症に関する「みなし入
院」の取り扱い見直しを行います。これにともない、じちろう団体生
命共済の取り扱いも同様となります。 こくみん共済coop（全労済）ホームページ　https://www.zenrosai.coop/coronavirus-2.html

①６５歳以上　②入院を要する方
③重症化リスクがあり、新型コロナウイルス感染症の治療薬を投与または新型コロナ
ウイルス感染症罹患による酸素投与が必要な方

④妊婦
なお、病院に入院をした場合は、引き続き病気入院共済金のお支払い対象になります。

　引き続き「みなし入院」の対象となるのは、重病化リスクの高い上記の方に
限定されます。詳しくは下記のホームページをご覧ください。
　ご理解よろしくお願いします。

▲
�

解
雇
撤
回
闘
争
中
の
ア
カ
デ
ミ
ー
労
組（
上
）と�

関
西
日
仏
労
組（
下
）が
あ
い
さ
つ

▲八巻労働局長

府本部労安学習会を開催

　

府
本
部
は
９
月
８
日
、
自

治
労
本
部
か
ら
八
巻
労
働
条

件
局
長
を
講
師
に
招
き
、
２

０
２
２
年
度
労
働
安
全
衛
生

学
習
会
を
開
催
し
た
。
今
年

度
は
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な

い
職
場
づ
く
り
・
３６
協
定
」

を
テ
ー
マ
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
定
義
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
で

明
ら
か
に
な
っ
た
全
国
的
な

職
場
の
実
態
、
対
応
策
、
３６

協
定
の
必
要
性
に
つ
い
て
講

義
を
受
け
た
。

　

多
く
の
職
場
で
は
「
仕
事

の
量
と
質
」「
人
員
不
足
」「
住

民
か
ら
の
要
望
・
ニ
ー
ズ
」

な
ど
に
起
因
す
る
長
時
間
労

働
が
メ
ン
タ
ル
の
不
調
の
原

因
の
大
き
な
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
る
と
指
摘
。
長
時
間
労

働
か
ら
組
合
員
を
守
る
に
は

３６
協
定
の
締
結
、
も
し
く
は

３６
協
定
に
準
じ
た
時
間
管
理

の
仕
組
み
が
必
要
と
述
べ

た
。

　

ま
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、
放
置
す
る
と
労

働
者
の
能
力
低
下
、
休
職
な

ど
の
重
大
な
悪
影
響
、
ひ
い

て
は
職
場
環
境
の
悪
化
を
招

く
こ
と
か
ら
、
気
づ
い
た
時

に
は
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る

の
で
は
な
く
、
対
象
者
を
孤

立
さ
せ
な
い
よ
う
に
周
囲
が

積
極
的
に
声
を
掛
け
る
、
相

談
に
乗
る
こ
と
を
通
じ
て
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
毅
然

と
し
た
対
応
が
必
要
と
述
べ

ら
れ
た
。

　

結
び
に
「
３６
協
定
は
、
３６

協
定
の
締
結
が
目
的
で
は
な

く
、
労
使
で
な
ぜ
時
間
外
が

多
い
の
か
、
人
が
足
り
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
、
足
り

て
い
な
け
れ
ば
人
員
補
強
を

求
め
る
よ
う
な
取
り
組
み
に

繋
げ
て
ほ
し
い
」と
述
べ
た
。

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
防
止
・
対
策
、
長
時

間
労
働
の
是
正
に
は
「
日
ご

ろ
か
ら
の
組
合
員
へ
の
声
掛

け
」「
労
働
組
合
の
相
談
窓

口
の
設
置
」「
当
局
の
対
応

義
務
の
点
検
、
交
渉
等
を
通

じ
て
の
追
求
」
な
ど
、「
組

合
役
員
と
組
合
員
間
の
信
頼

関
係
の
構
築
が
重
要
」
と
労

働
組
合
が
果
た
す
べ
き
役
割

を
訴
え
、
講
演
を
締
め
括
っ

た
。

　

Ｊ
Ｉ
ー
Ｕ
Ｐ
京
都
は
９
月

１０
日
か
ら
２
日
間
、
第
１２
回

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
開

い
た
。
当
施
設
の
職
員
で
組

織
す
る
日
本
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

ア
カ
デ
ミ
ー
労
組
は
解
雇
撤

回
を
求
め
る
裁
判
中
で
、
施

設
の
利
用
を
増
や
す
こ
と
が

組
合
員
の
働
く
権
利
を
勝
ち

取
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
の

趣
旨
で
仲
間
を
集
め
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
が
、
６
単

組
１５
人
が
結
集
し
た
。

　

１
日
目
は
夕
食
か
ら
ス
タ

ー
ト
。
感
染
防
止
の
た
め
食

堂
で
黙
食
。
そ
の
後
は
場
所

を
移
し
て
中
秋
の
名
月
を
愛

で
な
が
ら
懇
親
を
深
め
た
。

２
日
目
は
清
水
事
務
局
長
の

司
会
で
再
開
、小
檜
山
議
長
、

岡
本
府
本
部
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
解
雇
撤
回
闘

争
中
の
日
本
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

ア
カ
デ
ミ
ー
労
組
と
関
西
日

仏
学
館
労
組
が
、
闘
い
の
報

告
と
支
援
に
対
す
る
感
謝
の

意
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
㈲
ア
イ
ピ
ー
エ

ヌ
の
小
島
郁
子
さ
ん
に
よ
る

「
お
金
の
基
礎
知
識
と
資
産

形
成
に
つ
い
て
」の
講
演
と
、

自
治
労
共
済
府
支
部
の
橋
迫

氏
か
ら
「
じ
ち
ろ
う
共
済
の

活
用
」
に
つ
い
て
説
明
を
聴

い
た
。

　

小
島
氏
は
、
お
金
を
増
や

す
に
は
①
収
入
を
増
や
す
②

支
出
を
減
ら
す
③
投
資
を
す

る
選
択
肢
が
あ
る
が
、
投
資

を
す
る
前
に
学
ぶ
べ
き
知
識

が
必
要
と
し
て
、
債
券
や
株

式
等
の
仕
組
み
を
説
明
し

た
。
最
終
的
に
は
「
自
分
に

は
何
が
必
要
か
、
リ
ス
ク
は

何
か
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
」
と
ま
と
め
た
。

　

橋
迫
氏
は
、
じ
ち
ろ
う
共

済
が
自
治
労
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
掛
金
で

可
処
分
所
得
を
増
や
せ
る
な

ど
、
自
治
労
組
合
員
だ
け
の

お
得
な
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
、

じ
ち
ろ
う
共
済
を
賢
く
活
用

し
よ
う
と
呼
び
か
け
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
希
望

者
で
お
茶
席
や
庭
園
散
策
を

楽
し
み
、
素
晴
ら
し
い
環
境

に
恵
ま
れ
た
関
西
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
の
存
続
と
、
再
稼
働

に
伴
う
組
合
員
の
職
場
復
帰

へ
の
強
い
思
い
を
共
有
し
た
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
向
け

組
合
が
果
た
す
べ
き
役
割
を

働く権利の確保めざし働く権利の確保めざし

関西セミナーハウスで学習会JI-UP

新規・継続募集中
2023年4月継続募集のお知らせ

自治労組合員だけが
加入できる特別な共済
掛金を抑えて手厚い保障
この機会にご検討を

※�各単組、支部により申込書受付の締切日は
異なります。
　詳しくは所属の組合までご確認ください。

知らないのはもったいない！

自治労きょうと 2 0 2 2 年 1 0月1 5日 （第三種郵便物認可） 第 8 4 9 号（ 4 ）　


